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平
成
十
七
年
六
月
十
六
日
、
日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
、
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、
国
立
病
院
機
構
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉

院
長
日
比
野
進
先
生
が
急
性
肺
炎
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
あ
と
二
日
で
満
九
十
七
歳
と
な
ら
れ
る
日
で
あ
っ
た
。

六
月
十
八
日
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
に
至
近
の
名
古
屋
市
千
種
区
に
あ
る
一
柳
中
央
斎
場
に
お
い
て
告
別
式
が
行
わ
れ
、
多
数
の

関
係
者
が
先
生
の
多
方
面
に
亙
る
永
年
の
ご
偉
業
、
高
潔
な
ご
人
格
を
お
偲
び
申
し
上
げ
、
幅
広
く
か
つ
暖
か
い
ご
生
前
の
ご
指
導

に
衷
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
た
。

議蕊
名
誉
会
員
日
比
野
進
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

鱗
ｒ
に
４

？溌騨
溌蕊灘

零…

⑨F1姓曲
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日比野進先生(1908-2005)

先
生
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
六
月
十
八
日
に
、
岐
阜
県
養
老
郡

養
老
町
に
て
ご
出
生
さ
れ
た
。
小
学
校
五
年
生
修
了
で
、
名
古
屋
市
の
東
海

中
学
校
に
進
学
、
さ
ら
に
中
学
四
年
修
了
か
ら
再
度
飛
び
級
で
愛
知
県
立
愛

知
医
科
大
学
予
科
に
入
学
、
昭
和
六
年
二
九
三
二
三
月
に
愛
知
医
科
大

学
本
科
を
ご
卒
業
に
な
ら
れ
た
。
愛
知
医
科
大
学
は
こ
の
年
に
官
立
に
移
管

さ
れ
、
名
古
屋
医
科
大
学
と
改
称
さ
れ
た
の
で
、
県
立
で
あ
っ
た
愛
知
医
科

大
学
の
最
後
の
卒
業
学
級
で
あ
っ
た
。
在
学
中
は
常
に
首
席
を
維
持
さ
れ
、

秀
才
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
。

ご
卒
業
と
同
時
に
勝
沼
精
藏
教
授
主
宰
の
第
一
内
科
に
入
局
さ
れ
、
助
手
、

高
橋
昭

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
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名
古
屋
大
学
医
学
部
で
は
、
鋭
意
学
生
教
育
に
努
め
ら
れ
、
万
遺
漏
な
き
を
期
す
る
周
到
な
講
義
の
準
備
、
格
調
の
高
い
講
義

内
容
、
試
験
の
厳
し
さ
、
な
ど
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。
内
科
学
第
一
講
座
で
は
、
血
液
、
神
経
、
内
分
泌
、
循
環
器
、
呼
吸
器
、

消
化
器
、
な
ど
の
研
究
室
を
統
括
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
研
究
室
に
属
す
る
多
数
の
教
室
員
の
指
導
に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
た
。
血
液
学

は
先
生
の
最
も
中
心
的
な
研
究
分
野
で
あ
り
、
勝
沼
教
授
が
創
立
さ
れ
た
日
本
血
液
学
会
の
発
展
に
努
力
さ
れ
、
ま
た
ア
ジ
ア
大

洋
州
血
液
学
会
の
創
設
二
九
五
八
）
、
日
本
血
液
学
会
会
長
（
一
九
五
四
、
一
九
五
八
）
、
十
数
回
の
国
際
血
液
学
会
へ
の
ご
出

席
、
な
ど
の
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
先
生
が
第
九
十
六
回
の
日
本
医
史
学
会
総
会
（
愛
知
県
医
師
会
館
、
一
九
九
五
年
六
月
、
名
古

屋
市
）
を
主
催
さ
れ
た
折
に
行
わ
れ
た
会
長
講
演
「
日
本
に
お
け
る
血
液
学
・
輸
血
学
史
の
流
れ
よ
り
」
で
は
、
古
代
に
お
け
る

生
命
の
源
と
し
て
の
血
液
信
仰
、
十
七
世
紀
頃
に
試
み
ら
れ
た
輸
血
、
十
九
世
紀
の
白
血
球
分
類
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
生
化
学
、

二
十
世
紀
に
入
り
血
液
型
の
発
見
、
さ
ら
に
は
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
血
液
幹
細
胞
に
よ
る
再
生
医
療
の
問
題
な
ど
、
欧
米
や

日
本
で
の
研
究
成
果
を
集
約
さ
れ
、
日
本
の
血
液
学
、
輸
血
学
の
歴
史
に
つ
い
て
膨
大
な
資
料
を
基
に
講
演
さ
れ
た
（
日
本
警
史

學
雑
誌
、
四
十
一
巻
、
一
五
八
、
平
成
七
年
）
。

日
比
野
先
生
は
こ
の
ほ
か
に
、
結
核
病
学
会
、
神
経
学
会
、
循
環
器
学
会
、
心
身
医
学
会
、
癌
治
療
学
会
、
胸
部
疾
患
学
会
、

リ
ゥ
マ
チ
学
会
、
内
科
学
会
な
ど
多
数
の
国
内
学
会
の
会
長
を
始
め
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
血
液
学
会
ほ
か
国
際
八
学
会
の
会
長
、
国

恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
二
十
四
年
二
九
四
九
）
七
月
十
一
日
に
勝
沼
教
授
が
名
古
屋
大
学
の
第
三
代
総
長
に
就
任
さ
れ
た

あ
と
、
同
年
十
二
月
七
日
に
名
古
屋
大
学
教
授
内
科
学
第
一
講
座
に
着
任
さ
れ
た
。
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
以
後
、
昭
和
四
十
三
年

二
九
六
八
）
三
月
三
十
一
日
ご
退
職
、
四
月
か
ら
は
国
立
名
古
屋
病
院
院
長
に
転
出
さ
れ
た
。
約
二
十
年
間
に
亙
る
第
一
内
科
学

講
座
の
教
授
在
任
の
間
、
多
数
の
後
進
の
指
導
と
医
学
の
研
究
、
診
療
に
偉
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
た
。
大
学
を
去
ら
れ
た
昭
和
四

十
三
年
は
、
全
国
を
席
捲
し
た
大
学
紛
争
の
最
中
で
あ
り
、
同
門
生
や
門
下
生
が
謝
恩
記
念
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
痛
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際
血
液
学
会
の
副
会
頭
な
ど
を
務
め
ら
れ
た
。

日
本
医
史
学
会
で
は
、
平
成
四
年
に
評
議
員
に
、
同
十
二
年
に
は
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
前
記
し
た
よ
う
に
、
第
九
十
六
回

の
総
会
を
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。

先
生
の
医
学
史
に
関
す
る
ご
関
心
の
高
さ
と
博
識
の
深
さ
は
、
名
古
屋
大
学
教
授
時
代
か
ら
広
く
学
内
に
知
ら
れ
て
お
り
、
学

生
講
義
や
回
診
の
折
に
は
そ
の
蔑
蓄
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
先
生
は
、
愛
知
県
医
師
会
発
行
の
「
現
代
警
學
」
誌

に
平
成
二
年
か
ら
今
日
ま
で
毎
号
『
余
滴
一
を
連
載
さ
れ
、
健
筆
を
ふ
る
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ご
專
門
の
内
科
領
域
に
止
ま

ら
ず
、
基
礎
医
学
や
社
会
医
学
に
も
及
び
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
医
学
の
歴
史
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
、
先
生
の
博
覧
強
記

ら
ず
、
基
礎
医
学
や
社
〈
三

を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。

戦
後
間
も
な
く
米
国
医
学
が
怒
濤
の
如
く
日
本
に
移
入
さ
れ
、
第
一
内
科
の
カ
ル
テ
の
記
載
も
ド
イ
ツ
語
か
ら
英
語
に
変
わ
っ

た
。
昭
和
三
十
一
年
九
月
、
日
比
野
先
生
は
欧
米
各
国
の
医
学
研
究
事
情
視
察
に
出
張
さ
れ
た
。
先
生
は
フ
ラ
ン
ス
医
学
に
も
強

い
ご
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ
、
出
発
前
に
は
パ
リ
の
神
経
学
者
ア
ン
ド
レ
・
ト
マ
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
手
紙
を
出
さ
れ
、
パ
リ
の
市

内
に
あ
る
先
生
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
問
し
面
会
を
果
た
さ
れ
た
。
ア
ン
ド
レ
・
ト
マ
は
、
オ
リ
ー
ブ
・
橋
・
小
脳
萎
縮
症
の
記
載
な

ど
で
高
名
な
方
で
、
シ
ャ
ル
コ
ー
・
マ
リ
ー
・
バ
バ
ン
ス
キ
ー
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
神
経
学
の
流
れ
を
汲
む
数
少
な
い
生
存
者
の
一

人
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ド
レ
・
ト
マ
は
一
九
六
一
年
に
他
界
さ
れ
た
の
で
、
氏
の
現
役
時
代
最
後
に
面
談
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
日

比
野
先
生
は
帰
国
後
、
こ
の
時
に
寄
贈
さ
れ
た
別
刷
論
文
を
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、
会
談
の
子
細
を
語
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
医
学
に
も

っ
と
日
本
人
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
さ
れ
た
。

前
記
「
現
代
書
學
」
誌
に
毎
号
連
載
さ
れ
た
「
余
滴
」
欄
に
は
、
三
回
に
わ
た
り
「
十
八
世
紀
の
パ
リ
の
巨
匠
達
』
を
執
筆
さ

れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
生
の
フ
ラ
ン
ス
医
学
へ
の
深
い
ご
関
心
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
秋
に
、
名
古
屋
大
学
博
物
館
に
お
い
て
ヲ
Ｉ
フ
ェ
ラ
ン
ト
と
幕
末
の
藺
方
医
Ｉ
毛
利
孝
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
」
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展
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
初
日
の
十
月
一
日
、
日
比
野
先
生
に
よ
る
講
演
「
毛
利
孝
一
博
士
を
偲
ぶ
」
が
行
わ
れ
た
。
ご
講
演
は
一

時
間
、
そ
の
間
、
先
生
は
何
の
資
料
や
原
稿
を
見
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
着
席
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
朗
々
と
し
た
お
声
で

フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
と
毛
利
孝
一
先
生
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
満
員
の
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
企
画
は
、
博
物
館

側
の
再
三
に
わ
た
る
日
比
野
先
生
へ
の
懇
望
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
先
生
は
外
傷
で
入
院
、
余

病
を
併
発
さ
れ
る
な
ど
、
健
康
を
損
な
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
講
演
が
生
前
最
後
の
公
式
の
ご
講
演
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
そ

の
お
写
真
を
添
え
て
先
生
の
ご
高
徳
と
ご
偉
業
を
お
偲
び
申
し
上
げ
た
い
。

谷
口
晋
手


